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定時総会

 ・  第72回（ 5月15日 書面） 決算、事業計画

理事会

 ・ 第64回（ 4月9日 書面) 2019年度事業報告

並びに決算承認、2020年度計画案承認

会計監査

・  （ 4月7日）2019年度監事監査

委員会

■調査統計委員会

 ・  臨時（ 4月15日 書面）2020暦年・ 年度修正

予想の発表

  開催が予定されていた工業会活動は、新型

  コロナウイルス感染症対策に伴う国の緊急

  事態宣言により中止若しくは延期となりました。

中　 止

■正副会長会

 ・  第37回（ 5月15日）

■理事会

 ・  第65回（ 5月15日）

■調査統計委員会

 ・  第1回（ 7月15日）

■日本鍛圧機械工業会・ 日本塑性加工学会

産学連携企画（ 6月2 6日）「 塑性加工産業

におけるAI/IoT技術」セミナー

延　 期

■ISO/W G12対応チーム委員会

 ・  第24回（ 4月23日）

■ISO/W G1-JIS対策委員会

 ・  第7回（ 4月28日）

■ISO/W G1-PB対策委員会

 ・  第5回（ 4月30日）

■MFエコマシン認証審議会

 ・  第40回（ 6月2日）

■鍛造プレス専門部会

 ・  第3回（ 3月18日）

■レーザサービス分科会

 ・  第12回（ 4月16日）

工業会の動き
（ 4 月～6 月）
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ぽてんしゃる

サービスの革新と 拡大で、サービスビジネスの重要性がますます高まる

日本鍛圧機械工業会 理事・ サービス専門部会部会長

株式会社 相澤鐵工所　 代表取締役社長 相澤　 邦充　

IN FOR M A TION   F IL IN G

M Fエコ マシン認証制度 2 0 1 9 年実績

人と 環境に優し いエコプロダクツの実現を推進し ます！

日鍛工　 鍛圧機械 2 0 1 9 年度 全会員受注グラフ（ 業況調査）/

日鍛工　 調査統計委員会2 0 2 0 暦年・2 0 2 0 年度修正受注予想

鍛圧機械 5 月度 全会員受注グラフ（ 月次業況調査）

新聞報道から 見た会員動向（ 2 0 2 0 年4 月～6 月）
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新製品情報

株式会社  エーエス　 アスクロン・シュータ ー（ スクラップ自動搬送装置）　

株式会社小森安全機研究所　 La s e r S a fe ty Fence（ レーザ遮光用組立式安全柵）

ロス・アジア株式会社　 ダイ ナミック モニタ 搭載ダブルバルブ D M 2 シリ ーズ　
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会員技術紹介

鍛圧機器に対する最適な防振システム

ゲルブ・ジャパン株式会社
3

金型交換を自動化し 、安全・ 簡単・スピーディ に！

株式会社コ スメック
5

1 3 報告Ⅰ  日鍛工副会長 岡田博文氏が「 藍綬褒章」を受章さ れました

報告Ⅱ  日本鍛圧機械工業会　 委員会・部会における新型コロナウイルス感染症対策について

報告Ⅲ  一般社団法人 日本鍛圧機械工業会  第7 2 回定時総会 報告

報告Ⅳ  M F技術大賞2 0 2 0 -2 0 2 1  応募期間を延長します！

報告Ⅴ  M F-TOK Y O 2 0 2 1  第7 回プレス･板金･フォーミ ング展開催日程について

報告
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日本鍛圧機械工業会 理事・ サービ ス専門部会部会長

株式会社 相澤鐵工所　 代表取締役社長

相澤　 邦充

サービスの革新と拡大で、

サービスビジネスの重要性がますます高まる

　 こ の度の新型コ ロ ナウイ ルス 感染症につき ま

し て は、 会員企業を 始めユーザで ある お客様、

関係各位におかれま し て は、 そ の対応にご 苦労

さ れている 事と 推察し ま す。

　 長ら く 工業会活動に携わっ てき まし たが、 工業

会の理事を 2011年から 務め、 サービ ス 専門部会

長は三期目と な り ま す。 サービ ス 専門部会で は

ユーザに機械を 納入し た 後の様々な 課題を 活動

テ ーマ にし て いま す。 ユーザが安全に効率よ く

機械を 使用さ れる こ と は全て の会員企業の願い

で も あり 、 業界団体と し て ユーザの啓蒙、 作業

者や自社のサービ ス 員の技能向上に取り 組んで

いま す。

　 鍛圧・ 板金加工機械を 長く 安定し てお使いいた

だ く には保全が欠かせま せん。 メ ーカ は良質な

サービ スと し て提供する こ と でユーザの信頼を 得

てW in-W inの関係が築けるも のと 思います。 その意

味でサービスはお客様満足の根本と 言えます。

　 動力プ レ ス の特定自主検査制度にメ ーカ 団体

と し て独自の項目を 加え たM F スーパー特定自主

検査制度を 策定し 5年が経過し ま し た。 こ の間、

概ねサービ スは人手不足・ 多忙で1台の機械によ り

多く の点検時間を かけて いら れな いと いう 状況

で、 本制度の普及拡大には道半ばと の思いです。

今後、 検査項目を 見直し さ ら に使いやすい制度に

し ていく 予定です。

　 ま た 、 2016年から はシ ャ ー の検査制度策定

に も 取り 組みま し た 。 シ ャ ーは法律で 年1回の

定期自主検査が求めら れて いま すが、 法定検査

の要求項目が5つ し かな く 、 ユーザで の実施・

普及率も 低いま ま で す。 一方、 シ ャ ーの災害件

数は毎年約100件で残念ながら 減っ ていま せん。

そこ で サービ ス 専門部会シ ャ ー分科会で シ ャ ー

の点検項目、 安全措置を 3年かけ て 議論し 本年

1月から MF シャ ー定期自主検査制度と し て運用を

開始し まし た。

　 さ ら に 、 レ ー ザ加工機の普及は著し い で す

が、 定期検査につい て は各メ ーカ 任せに な っ て

いま す。 そ のためレ ーザサービ ス 分科会を 立ち

上げ、 レ ーザ加工機の定期検査制度策定に向け

て 活動中で 、 その一環と し て 関連法令のガ イ ド

ブ ッ ク を 作成中で す。

　 日鍛工では「 動力プレ ス機械に係わる 労働安全

衛生法令について ガイ ド ブ ッ ク 2016」を 刊行し て

い ま す が、 ユ ー ザから も 大変好評で 、 新た に

2020年版刊行に向けて改訂作業を 行っ ています。

今後は「 作業開始前点検」「 災害発生事例と そ の

対策」を まと めた図解集の作成も 予定し ています。

　 今般のコ ロ ナ禍でサービ スビ ジネスは「 人と の

接触を 可能な 限り 避けな がら 」 遂行する と いう

難し い課題に直面し て いま す。 リ モ ート 診断の

よ う な I oT 技術は一気に 普及する で し ょ う し 、

新規需要後退局面で はオ ーバーホールやレ ト ロ

フ ィ ッ ト のニーズが高まり ます。 ますますサービス

ビ ジネスの革新と 拡大が進んでいく でし ょ う 。

(談)
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ゲルブ・ ジャパン株式会社

鍛圧機器に対する最適な防振システム

はじ めに

　 金属成形に用いら れるプレスやハンマー

と いっ た鍛圧機器は大き な運動エネルギ

を 発生し 、 一部のエネルギは地面に分散さ れ、 大き な

振動を 発生さ せます。 プレスでは主に金属を成形加工す

るプレス工程中にプレスフレ ームに発生する応力の瞬間

的な 解放により、 ハン マーで は加工品の打撃時に大振

動が発生し ます。 こ れら の振動は作業環境への悪影響

のみならず、 付近に設置さ れている加工機械の精度の悪

化や隣接する 住宅に伝播し 環境問題へ発展する 場合が

あり ます。 こ のよう な振動問題に対して、 以前は大規模

な基礎による対策が必要でし たが、 今日では粘性ダンパ

(VISCODAMPER®) 内蔵コ イルスプリ ング式防振装置を導

入すること によって、 基礎製作の費用や工期を削減するこ

と が可能です。

ゲルブ 防振システムの特長

　 ゲルブ防振システムは金属コ イ ルスプリ

ングと 粘性ダンパから 構成さ れます。 金属

コ イ ルスプリ ングを用いて柔軟に支持するこ と により 、

機器の生産運転時に発生する地盤振動を低減し 、 また、

粘性ダン パによ っ て発生する 抵抗力が、 揺れの持続を

抑制し ます。( 図 1、図 2、図 3)

　 一般に機器への防振においては、 防振システムの固有

振動数が低ければ低いほど振動伝達率が下がり 地盤振動

レ ベルは小さ く なり ますが、 反面機器本体の揺れは大き

く なり ます。こ の大きな揺れが運転サイ ク ル内次工程（ 搬

送、 次サイ ク ルの成形等） を行う まで持続し た場合、 動

作精度、 加工精度の低下と いう 問題を招きます。 また、

その揺れにより 生産タ ク ト 低下を余儀なく さ れる可能性

も 考えら れます。 し かし こ の問題を極端な形で言い換え

れば、 一度の成形でどれだけ大きく 揺れたと し ても、 次

の動作までに揺れが減衰すれば生産には影響を及ぼし ま

せん。 ダンパによる抵抗力を大きく するこ と で揺れ自体

を小さ く するこ と ができます。 十分な防振効果を発揮し

つつプレスの揺れは許容範囲に留める、 と いう のが防振

装置に求めら れる能力であり 、 ゲルブ防振システムがこ

れを実現し ます。

　 ゲルブ防振システムは、 ゴムや皿ばね・ 板ばねを 用

いた防振装置よ り も 構成部品・ 構造によ り 高い防振性

能と 優れた振動減衰機能を持っ ています。 ( 図 4)

　 ま た、 特筆すべき 大き な 特長と し て、 ス プ リ ン グ

およ びダ ン パと も に 3 次元で 機能を 発揮可能で ある

ため、 鉛直方向のみなら ず、 水平方向にも 有効です。

ま た、 摩擦摺動部がな いた め経年劣化がな く 、 基本

的に設置据付後のメ ン テ ナン ス フ リ ーで す。 ス プ リ

ン グは装着機器の諸元に対し て、 き め細かく 対応可

能かつバリ エ ーシ ョ ン 豊富な 高品質管理のコ イ ルス

プ リ ン グを 使用し て おり 、 粘性ダ ン パは周辺の温度

にほぼ影響を 受ける こ と な く 、 長期間の機器の運転

に対し て も 極めて 安定的で 有効な 減衰力を 発生さ せ

ます。 こ の様な鍛圧機器に対する スプリ ン グと ダン パ

1

2

図1. ゲルブ防振システムの構成

図2 . プレスに対する防振の例

図3 . 鍛造ハンマーに対する防振の例
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河野　 翔一

ゲルブ・ ジャ パン 株式会社

技術営業部
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COMPANY01
によ る ダイ レ ク ト サポート は最先端のテク ノ ロ ジーと

なっ ています。

鍛圧機器への

ゲルブ防振システム適用メ リ ッ ト

　 ゲルブ 防振シ ス テ ムはプ レ ス やハン

マー等の鍛圧機器に適用する こ と で、 以下の優れたメ

リ ッ ト をも たら し ます。

・ 重厚な機械基礎構造の合理化が可能になり 建設時間と

費用の削減が可能です。

・ 周囲から の受動振動に敏感な機器を隣接し て設置する

こ と が可能と なる ため、 設備設置場所の規制や設備

設置効率を向上さ せるこ と が可能です。

・ 従来防振方式に対し 、 振動の低減量は最低でも ハン

マーで 80% 、 プレ スで 90% を実現し ます。

・ 防振装置に内蔵さ れる 粘性ダン パは機械の安定性お

よ び防振効果の向上に 貢献し ま す。 ま た ダ ン パは

各々のスト ロ ーク 後の機器振動の減衰を 速やかに行

います。 その為プレ スやハン マーの高速運転を 妨げ

る こ と はあり ません。

・ 基礎の沈下や傾き によるプレ スやハンマーのレ ベル調

整が容易になり ます。

・ 防振装置の設計自由度が高いため、 スペースに応じ た

納ま り と する こ と が可能です。 既設機器の防振化や

防振装置の入替アッ プグレ ード にも 対応でき ます。

・ き め細かい 構成部品バリ エ ーシ ョ ン に よ り 、 装着

機器の諸元に基づいた 最適な 特性にカ ス タ マ イ ズ

可能です。

免震機能について

　 ゲルブ防振システムは防振機能と と も

に、 地震発生時に機器を 保護する 免震機

能も 同時に有し ます。 一般に耐震設計においては、 地

震エネルギがそのまま機械に伝わり ます。こ れにより 、

各所締結部の破壊によ る プレ スの転倒や、 プレ スおよ

び付帯設備の破損に繋がる恐れがあり ます。

　 こ れに対し てゲルブ方式の免震設計では、 機械に伝

わる エネルギはスプリ ン グの弾性ひずみと 粘性ダン パ

によっ て吸収さ れエネルギが機器側に入力さ れます。

　 また、 前述のと おり ゲルブ防振システムは 3 次元方

向に効果を 発揮する ため、 あら ゆる 方向の地震動に対

し て有効です。  上記によ る 副次的なメ リ ッ ト と し て、

締結部品などの部材の強度を 小さ く 設計する こ と が可

能と いう 点があり ます。 経済的な面や現場施工の面か

ら 非常に有意義である と 考えます。  その免震効果を 裏

付ける よ う に、 東日本や熊本などの大型地震に見舞わ

れた地域においても 、 ゲルブ防振システムは破損する

こ と なく 、高い防振効果を発揮し 続けています。 ( 図 5)

おわり に

　 当社では、 既存の機器稼働時の振動調査

や、 実際にゲルブ防振システムを導入し た

場合の効果予測をご提供するサービスも 実施し ており ま

す。 また、 近年では、 既設機械への防振装置導入設置の

お引き合いをいただく 機会も 多く なり 、 実際に振動問題

が改善さ れたと 喜びの声も いただいており ます。 今後も

振動に対する皆様のお悩みを解決すべく 、 より 良い製品

と サービスのご提供を目指し てまいり ます。

4

図4. ゲルブ防振と 皿ばね防振の比較

3

5

図5 . 耐震設計と 免振設計(ゲルブ方式)の比較

https://www.gerb.co.jp/


5 2020 年7 月会報 METAL FORM

株式会社コスメック

金型交換を自動化し 、安全・ 簡単・スピーディに！

はじ めに

　 株式会社コ ス メ ッ ク は 1986 年 5 月

に 兵庫県尼崎市で 設立以来、 板金プ レ

ス ・ 射出成形機・ ダ イ カ ス ト マ シ ン の金型交換自動

ク ラ ン プ シ ス テ ムの設計・ 製造・ 販売を 行っ て き ま

し た。 1989 年 5 月には兵庫県神戸市に本社を 移転し

て 更な る 成長を 続けて いま す。

　 さ ら に切削加工用ジ グのワーク ク ラ ン プ や産業用

ロ ボッ ト 周辺機器、 溶接用ジ グや洗浄用ジ グのク ラ

ン プ シ リ ン ダ 等、 さ ま ざ ま な モ ノ づく り に貢献する

ア イ テ ムを 生み続けて おり ま す。 直近で は産業用ロ

ボッ ト の汎用化、 多機能化を 行う た めロ ボッ ト ハン

ド を 高精度かつ高剛性に自動交換が可能な ロ ボッ ト

ハン ド チ ェ ン ジ ャ ーを 軸にし た ロ ボッ ト 関連機器も

手掛けており ま す。

　 自動車生産現場のワーク ク ラ ン プ シ ス テ ムを 通じ

て 培っ た 技術を も と に、 世の中の目ま ぐ る し い変化

に対応で き る 製品開発を 常に心がけ、 近年の技術者

不足や少子化問題にも 対応すべく 、 誰も が高い生産

性を 誇り 、 高精度かつ安全・ ス ピ ーディ な モ ノ づく

り がで き る よ う 自動化・ 省人化のニ ーズに応え「 働

き 方改革」 にも 貢献し ま す。

　 販売拠点と し て は国内 4 ヶ 所（ 埼玉県、 愛知県、

兵庫県、 福岡県） およ び海外各国に拠点を 配置し て

グロ ーバル展開し ており ま す。

金型交換を安全・ 簡単・ スピーディ に！

　 QDCS（ Qu ick Die Ch an g e System s)

プ レ スマシン 用金型交換システ ムにおい

て、 熟練技術と 多大な作業時間を 要する 金型交換の時

代から 誰も が安全・ 簡単・ スピ ーディ かつ短時間に金

型交換可能な自動金型交換の時代に突入し まし た。

　 ま た、 製造現場における 人材不足や労働時間短縮

と 言っ た、さ ま ざ ま な 問題解決の一躍を 担う のが「 自

動金型ク ラ ン プ シ ス テ ム」 で、 熟練技術や専門知識

がな く て も 誰も が『 安全・ 簡単・ ス ピ ーディ 』 な 金

型交換を 可能にし ま す。

　 自動金型ク ラ ン プ と 言え ば油圧ク ラ ン プ が一般的

で 、 油圧の大き な 圧力を 強いク ラ ン プ 力に変換し て

金型を 強固に押さ え る も ので、 弊社も 設立当初よ り

製造・ 販売し 多く の実績を 残し ていま す。

常識をく つがえすハイブリッド エアクランプ

　 2015 年にエ ア 圧と メ カ ロ ッ ク 機構を

兼ね備え、 油圧ク ラ ン プ に 匹敵する 革

新的な ハイ ブ リ ッ ド エ ア ク ラ ン プ の開発に成功し ま

し た。 こ れによ り 「 プ レ ス マ シ ン 用自動金型ク ラ ン

プ と 言え ば油圧式」 の常識を 打ち 破り 、 お客様が求

める 耐環境性やメ ン テ ナン ス 性等の製造現場におけ

る さ ま ざ ま な問題を 一気に解決し ま し た。

3

1 2

コスメッ ク 本社（ 神戸市西区）

自動金型交換システム
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佐藤　 直人

株式会社コ スメ ッ ク

営業部　 企画・ 広報室 室長

〒6 5 1 -2 2 4 1  兵庫県神戸市西区室谷2 -1 -5

TEL 0 7 8 -9 9 1 -5 1 1 5

U RL： h ttp ://w w w .kos m ek .c o .jp

COMPANY02
　「 エア圧で油圧に匹敵する 能力を 発揮する 」 コ スメ ッ

ク 独自の技術により 「 できない」 を「 できる」 に変え、

お客様のニーズにも 応えています。 構造はエア＋メ カ

ロッ ク 機構によるハイ ブリ ッ ド システムを採用し 、 離型

時の反力にも 耐える革新的なク ラ ンプが誕生し まし た。

　 安全面では、 万が一の圧力低下時にも 内蔵ロッ ク バネ

により ロッ ク 状態を維持し 、金型落下事故を防止し ます。

品質面で は、 熟練者から 経験が少な い作業者ま で 安

定し た品質を 確保でき ま す。

　 管理面では、 油圧ク ラ ン プであり がち な作動油の劣

化や油漏れによ る ク ラ ン プ力不足、 油圧ホースの破損

による油の飛散と いっ たト ラ ブルが解消さ れます。

　 環境面で は、 油漏れによ る 加工物や設備、 周辺の

汚れがな く 常にク リ ーン な環境を 維持でき ま す。

金型交換シ ステ ムを オールエ ア

( 油圧レ ス ） で 実現！

　 さ ら にエ アダイ リ フ タ の開発にも 成功

し 、 オールエアの金型交換システムを 実現し まし た 。

金型を ボルスタ 内へ搬入する ためのプリ ロ ーラ ＋エア

ダイ リ フ タ 、 金型を 強固に固定する ハイ ブリ ッ ド エア

ク ラ ンプにより 油圧レ スで省エネ化も 可能にし ます。

安心し て お使いいただく ために

　 コ ス メ ッ ク で はお 客様に 安心し て お

使い い た だ く た めに 徹底し た 社内検証

を 実施し 、 厳し い検査に合格し た 製品のみ販売・ 出

荷し ており ま す。

　 プレ ス・ フ ォ ーミ ン グの厳し い使用環境下を 想定し

て、 机上や解析ソ フ ト だけではわから ないわずかな不

具合を 事前に見つけ出すため、 耐久室での 100 万回以

上の徹底し た耐久テスト も 実施し ています。

一貫し た安心対応

　 自動化導入に 着手で き な い 要因と し

て「 自動金型ク ラ ン プ シ ス テ ムの選定

は難し いので は？」 と 思われがち で 、 そ の様な 方は

自動化の導入を 敬遠し がち です。

　 そ のた めコ ス メ ッ ク で は、 導入に際し て 営業マ ン

がお客様の仕様に最適な シ ス テ ムの打合せを 行い、

仕様選定・ 設計・ 製造・ 販売から 取付工事・ 使い方

指導、 さ ら にア フ タ ーサービ ス ま で 一貫し た 安心の

対応を いたし ま す。

おわり に

　 ― 世界と 未来を みつめ　 モ ノ づく り

を 通じ て 人々の幸福に貢献する 。 ―

　 こ れが我々コ ス メ ッ ク の社是で あり 、 モ ノ づく り

の困り ごと を 具現化し 、 解決でき る よ う 貢献し てまい

り ます。 会員企業の皆様と と も に鍛圧業界を 盛り 上げ

るべく 一翼を担えるよう 精進し ていく 所存です。

4

5

7

6

エアクランプ エアダイリフタエアダイリフタエアクランプ

http://www.kosmek.co.jp


7 2020 年7 月会報 METAL FORM

1 ．開発の背景

　 振動・ 騒音対策を主に、工場設備・ 生産環境の改善

提案を行っている中で、プレスで打ち抜く 際に出るスクラッ

プ処理を自動化し たいという要望を多く 頂くようになった。

生産現場では、スクラップと加工油飛散による工場内の

汚れ、スクラップ回収時に伴う生産効率の低下が課題で

あった為、スクラップ自動搬送装置の開発に着手した。

2 ．新製品の特長

　 アスクロン・シューターは、プレスで打ち抜く際に出るスクラッ

プを回収容器へ自動でエアー搬送する装置である。本シス

テムは単独ブロワモータを備えた圧送方式を採用しており、

長距離・大容量のエアー搬送を可能としている。スクラップの

形状、量によっては、100m以上の長距離搬送もできる。

　 従来のスクラップ処理方法は、プレスを停止させ、作業

者がプレス下に潜り込みスクラップで満杯の容器を手作業

で処理をしている。本装置を導入する事で、プレス下に設

アスクロン・ シューター（ スクラップ自動搬送装置）

株式会社  エーエス
〒1 3 1 -0 0 3 4  東京都墨田区堤通1 -1 8 -2 6  　

TEL.： 0 3 -3 6 1 0 -2 3 1 1   U RL： https ://w w w .a -sy s .co .jp/   

担当： 営業１ 部 三井( na o .m itsu i@ a -sy s .c o .jp） 、高山( m uneh isa .ta k a ya ma @ a -sy s.c o .jp）

スクラップの自動回収を通じ て、省力化とクリーン化を同時に実現、
快適な生産環境をご提供します。

新製品
情　 報
NEW PRODUCT 
INFORMATION

置したホッパー部を介しシュータ部エジェクタへスクラップを

取りこむ事で飛び散りが無くなり、クリーンな生産環境が可

能となる。また回収容器の大きさの制限も無くなる為、作業

工数・ 回収時間の低減に繋がり、従来の処理方法と比較

し 90％の工数削減を実現できた事例もある。削減した工数

を基に、1人の製造担当者が複数台のプレスを担当する事

も可能となり、人手不足の解消にも繋がっている。

3 ．開発技術ポイント

　 効率よく 不定形のスクラップを取りこみ、より遠く へ搬送

する為に、独自開発のエジェクタ方式で、試行錯誤してい

く 中で搬送距離を伸ばし 、その過程で2つのシュータ部タ

イプも作ることができた。

※A -SS型（ 標準型）　 　  

　 最大搬送物サイズ9 0 m m 　 最大搬送距離6 0 m

※V-SS型（ 高吸引型）  

　 最大搬送物サイズ4 0 m m 　 最大搬送距離1 3 0 m

　 電機部品、コネクタ類、リードフレームのスクラップ搬送を

主とし ているが、近年

のワークの大型化、搬

送物の多様化を受け、

ユーザーの要求仕様

によって最適搬送シス

テムが提案できる。

●システム概要図

●シュータ (エジェ クタ )部

納入事例②（ サイクロン端末）

納入事例①(シュ ータ 部)

https://www.a-sys.co.jp/
mailto:nao.mitsui@a-sys.co.jp
mailto:munehisa.takayama@a-sys.co.jp
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1 ．レーザ加工の危険性

　 レーザ加工技術は極めて有用であり、その技

術も日々進化を遂げている。反面、技術の進化

に伴い出力が増大し てきた結果、その危険性も

日々増し ている。従来の保護メガネのみでは危

険性を排除することが能わず、その反射光は皮

膚にまで悪影響を及ぼし 、あるいは火災をもたら

す危険性をもはらんでいる。斯様な状況におい

ては作業者本人の安全にとどまらず、第三者の

安全をも担保する安全対策が求められる。

2 ．レーザ加工の安全対策

　 最新のレーザ加工機はレーザが外に漏れないよう覆い

がされ、自動で切断加工を行うことができる。作業工程に

おいて段取りの際も人間が介在しないのであれば、本質

的安全対策ができているといえるだろう。し かし 加工機へ

十分な覆いがなされておらず、または保護具をし た人間

自身が手作業でレーザ加工を行なっている現場も数多

見受けられる。個人用保護具による対策は作業者本人

の安全は担保できるものの、第三者への対策は不可能

であり、作業現場それ自体を覆う必要がある。

3 ．遮光性と 組立性に特化し たレーザ専用安全柵

　 Laser  Safely  F ence（ 図1）はそのようなレーザ加工

設備またはレーザ加工現場を囲うことができる、遮光性と

組立性に特化し た安全柵である。レーザ加工現場の安

全対策を検討する場合、従来は現場を囲う安全柵を選

Laser Safety Fence（ レーザ遮光用組立式安全柵）

株式会社小森安全機研究所
〒3 4 3 -0 8 4 6  埼玉県越谷市登戸町1 9 -1 4  　

TEL.： 0 4 8 -9 6 1 -6 7 8 9    

e-ma il： in fo＠k omorisa fe ty .c o .jp    U RL： http ://w w w .k omorisa fe ty .co .jp/

レーザ遮光に特化し た特殊フレーム構造（ 特許取得済み）

定し 、その後レーザ遮光用フィルムを貼付する必要があっ

た。更には安全柵の連結部から漏れるレーザ光を防ぐた

め、シーリング加工もしなければならなかった。し かしなが

ら、当製品は遮光性に特化し た連結部を採用（ 特許取

得済）しているため、隙間が生ずることなく 、シーリングも不

要である（ 図2）。また、フェンス同士の連結も専用クリップ

にて連結可能なため、簡便に配置変更、増設をすること

が可能である。ただし 取り外しには専用治具を用いる必

要があるため、安全にも配慮した設計となっている。また、

床下もでき得る限り隙間を埋める構造となっており、床下

からの漏れ光についても対策をし ている。のぞき窓に使

用するレーザ遮蔽材については豊富に取り揃えており、

レーザの種類や波長に応じ て対応可能となっている。

新製品
情　 報
NEW PRODUCT 
INFORMATION

図1： Laser Safely Fence

図2： シーリング不要で遮光性に特化し た連結部を採用（ 特許取得済）

http://www.komorisafety.co.jp/
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1 .R O S Sの機械安全の追求

　 ROSSが世界初のモニタ 付ダブルバルブを発売し た

のは1954年である。プレス用C/Bバルブは、ダブルバル

ブ＋モニタがセット で初めて故障検知が可能となるが、

OSHA /A NSI（ 米国）が「 ダブルバルブ＋モニタ」を規格化

したのは1971年である (日本は1977年にダブルバルブの

み規格化)。ROSSは更なる安全性向上のため、各種方式

のモニタを開発、内部エアフロー構造も4世代に渡り改良

し 、バルブの給気／排気応答性能を向上してきた。

2 .D M 2 シリ ーズ開発の背景と 第三者認証

　 新たに登場した欧州プレス規格E N  692では、“ ダイナ

ミック”モニタ（ Cat.4相当）が規格要求となった。従来のモ

ニタは“ スタティック”モニタ（ Cat. 3）であった為、バルブ単

体で対応する製品としてDM 2シリーズを開発、後にCat.4

の第三者認証（ B G-m ar k ）を 取得する。さらに、I SO 

13849-1：2006では、製品・システムの信頼性評価を加え

たパフォーマンスレベルPLが新たな指標となる。「 危害

ダイナミ ックモニタ 搭載ダブルバルブ DM2シリ ーズ

ロ ス・ アジア株式会社
〒2 5 2 -0 2 4 5  神奈川県相模原市中央区田名塩田 　

TEL.： 0 4 2 -7 7 8 -7 2 5 1 　 U RL： http s://rossa sia .co .jp/   

担当： マーケティ ング部 鈴木　 敏之( tosh iy uk i.suzuk i@ rosscontro ls .c om）

最も安全なプレス用エアクラッ チ／ブレーキ制御バルブ
ISO13849-1　 PL“e”＆カテゴリ 4に対応

のひどさ×危険源への暴露×危険源の回避」のいずれ

も高いプレス作業では、最も高い安全要求 PL“ e”が必

要とされるが、D M 2シリーズは、第三者機関（ D GU V ）に

よるPL“ e”認証も取得、高信頼性バルブとし て世界各

国へ導入可能である。

3 .新製品の特長

　 従来の危険検出型モニタに対し 、D M 2シリーズは

安全確認型である。危険検出型は、バルブが故障して初

めてモニタが動作する反面、故障が起こらない限り動作し

ない。一方、安全確認型は、バルブの毎回の動作状態を

監視し 、安全確認後、バルブは次回動作が可能となる。

毎回モニタが動作するダイナミックモニタにより、危険側

故障への信頼性を飛躍的に向上し ている。また故障検

出後は、その状態を保持し（ ダイナミックメモリ）、再起動を

防止する。正規のリセット 動作でのみ再起動可能なので、

オペレーターの手順ミス等による予期しないプレス起動を

防止出来る。

4 .環境への配慮

　 パイロット 弁の改良で小型化・ 省電力化を実現（ 消費

電力を従来比最大57％削減）、バルブが故障し ても修

理可能で、末永く 製品を使用出来る。

新製品
情　 報
NEW PRODUCT 
INFORMATION

ダイナミ ックモニタ 搭載ダブルバルブ DM 2シリ ーズ

図2： DM 2 内部構造2 　

　 　 再起動防止状態

図1： D M 2 内部構造1 　

　 　 動作準備状態

https://rossasia.co.jp/
mailto:toshiyuki.suzuki@rosscontrols.com
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IN FO RM A TIO N  FILIN G

M Fエコ マシン 認証制度
人と 環境に優し いエコプロダクツの実現を推進し ます！す！！

2019 年実績

プ レ ス 機 械： サーボプレス、機械プレス、油圧プレス、フォーミ ングマシンなど

板 金 機 械： パンチングプレス、プレスブレーキ、シャーリング、レーザ加工機、プラズマ加工機、パイプベンダー、スポット 溶接機、カシメプレスなど

自動化・ 関連装置： コイルフィ ーダ、搬送装置など

対
象
製
品

　 一般社団法人日本鍛圧機械工業会は2009年

4月より、M Fエコマシン認証制度を発足させ、4年目

となった2013年より、更に省エネ基準をアップさせ、

「 人と 環境に優し い機械」の普及を通じ 、地球環

境に貢献する運動を展開しています。

　 M Fエコマシンは2000年生産製品に対して最低

15％以上のエネルギー消費の削減と省資源や騒音

振動の軽減、有害物質不使用などを加味して認証

しており、この基準以上に該当として、2019年12月31

日現在 20社40製品103機種が認証されています。

更に、2020年4月1日よりエネルギー消費の削減に

ついては、20％以上に引き上げられました。

　 認証マークの商標登録は日本、EU、アメリカ、中国、

台湾、韓国、インド 、ロシアにて登録完了しています。

登録製品名 会員会社名 登録 N o . 登録機種範囲

サーボ搬送ロボッ ト
RYN シリ ーズ アマダオリ イ

M F-K0 0 1
RYN 1 2 0 S1 S、1 2 0 L1 S、

       1 2 0 S1 G、1 2 0 L1 G

レベラ フ ィ ーダ M F-K0 0 2 LCC 0 6 PU

サーボト ラ ンスフ ァ ー 伊達機械 M F-K0 0 3 TRFN-3 -3 0 0

■製品区分： 自動化及び関連装置■製品区分： 自動化及び関連装置

登録製品名 会員会社名 登録 N o . 登録機種範囲

機械サーボパンチプレス

M otorum シリ ーズ
村田機械

M F-B0 0 2

M 2044TC、M 2044TS、M 2048TS、

M 2048TE、M 3048TG、M 3058TG、

M 2544TS、M 2548TS、M 2558TS

油圧サーボプレスブレーキ

BH シリ ーズ
M F-B0 1 4 BH 1 3 5 3 0

パンチング加工機

アマダ

M F-B0 0 3
EM Z 3 6 1 2 M 2 、3 5 1 0 M 2

EM  3 6 1 2 ZR、3 5 1 0 ZR

油圧サーボプレスブレーキ

HG/HRB シリ ーズ
M F-B0 0 4

H G 5 0 2 0 、8 0 2 5 ,1 0 0 3 、1 3 0 3 、 

      1 7 0 3 、1 7 0 4 、2 2 0 3 、2 2 0 4

H RB 5 0 2 0 、8 0 2 5 、1 0 0 3 、2 2 0 4

機械サーボプレスブレーキ M F-B0 2 1 EG 6 0 1 3 、4 0 1 0

フ ァ イ バーレ ーザ加工機 M F-B0 2 2 ENSIS3 0 1 5 A、VENTIS3 0 1 5 AJ

レ ーザパンチ複合機 M F-B0 2 3

LC2 5 1 2 C1 AJ、LC2 5 1 5 C1 AJ、

ACIES2 5 1 2 AJ、2 5 1 5 AJ、

EM L2 5 1 2 AJ、2 5 1 5 AJ

油圧プレスブレーキ

PBZ シリ ーズ

コ マツ産機

M F-B0 0 5
PBZ1 2 5 3 NET、1 7 5 3 NET、

      2 2 5 3 NET、2 2 5 4 N ET

機械サーボプレスブレーキ
PAS シリ ーズ

M F-B0 0 6 PAS5 0 1 2 N ET、5 0 2 0 NET

油圧プレスブレーキ

PVS シリ ーズ
M F-B0 1 8 PVS8 5 2 5 NET、1 3 5 3 N ET

プラ ズマ加工機
M F-B0 0 7 TFP 3 0 5 1

M F-B0 0 8 TFPL 6 0 8 2 -0 5 1

フ ァ イ バーレ ーザ加工機 M F-B0 1 9 KFL2 0 4 8 、2 0 5 1

油圧プレスブレーキ

ト ルベンド 5000  B23 シリ ーズ
ト ルンプ

M F-B0 2 0
Tru Ben d  5 0 8 5 、513 0 、517 0 、

              5 2 3 0

ディ スク レ ーザ加工機 M F-B0 1 3 TruLaser5 0 3 0  fi b er

レ ーザ加工機 M F-B0 1 6 TruLaser3 0 3 0

サーボシャ ーリ ング 相澤鐵工所 M F-B0 1 2 ASV-5 1 2

スポッ ト 溶接機 向洋技研 M F-B0 1 5
N K-0 8 -KGwc、NK-2 1 -H E(V)-KGwc、

N K-7 1 H E-KGw c

サーボパイ プベンダー オプト ン M F-B0 0 1 ECO-3 5 -O

カ シメ プレ ス フ ァ ブエース M F-B0 1 7 FCP-5 0 i

■製品区分： 板金機械■製品区分： 板金機械

登録製品名 会員会社名 登録 N o . 登録機種範囲

機械サーボプレ ス　 　 　 　 　

SDE-I3 /W /GORIK I

シリ ーズ

アマダオリ イ

M F-P0 0 1
SDE 8 0 1 8 I3、11 2 0 I3 、

       1 5 2 2 I3 、2 02 5 I3 、3 03 0 I3

M F-P0 0 8 SDEW  2 0 2 5 、3 0 2 5

M F-P0 2 3 SDE 1 5 1 5 、2 0 1 7 、3 0 2 0

機械サーボプレス

ダイ レク ト サーボフ ォ ーマ
アイ ダエンジニアリ ング

M F-P0 0 2 DSF-C1 -1 5 0 0 、2 0 0 0 、2 5 0 0

M F-P0 1 3 DSF-N2 -1 1 0 0 、1 6 0 0

M F-P0 1 9 DSF-N1 -3 0 0 0

機械サーボプレ ス

H 1 F シリ ーズ
コ マツ産機 M F-P0 0 7

H 1 F 3 5 、4 5 、6 0 、8 0 、　

       1 1 0 -2 、1 5 0 -2 、2 0 0 -2

機械サーボプレ ス

　 ZENForm er
放電精密加工研究所 M F-P0 2 0 M PS4 1 0 0

CNC 転造機

アリ ウスシリ ーズ
ニッ セー M F-P0 0 3 ND -1 0 /CNC、3 0 /CNC

油圧プレ ス 川崎油工 M F-P0 0 6 KEEP-D5 0 0 0

油圧プレス HYP-E シリ ーズ
日本オート マチッ クマシン

M F-P0 1 7 H YP 5 0 5 H EP、1 0 0 0 EP

ボールスクリ ュサーボプレス M F-P0 0 9 SBP 3 0 5 AS

油圧フ ァ イ ンブラ ンキングプレス 森鉄工 M F-P0 2 1 FBIN-6 5 0 -FD

ハイ ド ロフ ォ ーム &  

ベローズ成型機
山本水圧工業所 M F-P0 1 4 H DL-CH B-4 0

油圧サーボプレス万能塑性加工機 アミ ノ M F-P0 1 8 UTM 8 5 5

機械プレ スフ ォ ーマ ティ ーエスプレ シジョ ン M F-P0 2 2 SF-1 5 0 -2 5 A、SF-2 5 0 -3 5

機械サーボプレ ス
TA1 4 -0 2 7 0 シリ ーズ

栗本鐵工所 M F-P0 2 4 C2 P-2 0 LS

■製品区分： プレ ス機械

● M F エコ マシン認証製品の省エネ率による機種数の分布

　（ 2 0 1 9 年実績）

1 5 ～2 0 ％未満

5 0 ％以上

4 7 .6 ％

4 0 ～5 0 ％未満

  9 .7 ％

3 0 ～4 0 ％未満

1 9 .4 ％

2 0 ～3 0 ％未満

1 3 .6 ％

9 .7 ％

2 0 社 4 0 製品 1 0 3 機種認証

2 0 0 0 年生産製品に対する認証機の省エネ率の分布です。

M F エコ マシン 認証制度 認証登録リ スト
（ 2 019 年 12 月 31 日現在、 2 0 社 4 0 製品 10 3 機種）

● M F エコ マシン認証製品の省エネ率によ る寄与率

　（ 2 0 1 9 年実績）

1 5 ～2 0 ％未満 0 .3 ％2 0 ～3 0 ％未満 8 .4 ％

5 0 ％以上

7 8 .8 ％

4 0 ～5 0 ％未満　

 7 .5 ％

3 0 ～4 0 ％未満

4 .9 ％

省エネ率 5 4 .0 ％（ 加重平均） / 削減電力量 3 6 5 万 kW h

CO2 削減量 1 ,5 0 0 ton / 認証機の出荷 6 2 9 台 / 普及率 8 .0 ％

と なり まし た。

  普及率の分野別最高はパンチングプレ スの 1 7 .0 ％ でし た。
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日鍛工　 調査統計委員会2 0 2 0 暦年・ 2 0 2 0 年度修正受注予想 一般社団法人日本鍛圧機械工業会　 2 0 2 0 年4 月1 5 日

鍛圧機械 2 0 1 9 年度 全会員受注グラ フ （ 業況調査） 一般社団法人日本鍛圧機械工業会　 2 0 2 0 年4 月8 日
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　 日刊工業新聞、日経産業新聞、日本

経済新聞、全国紙、一般紙などに掲載

さ れた会員の記事を 抄録して順不同で

掲載します。

　 今回は、2 0 2 0 年 3 月1 0 日～ 6 月

9 日に掲載さ れた記事が対象で すが、

決算、人事などの情報は除外しています。

　 日本鍛圧機械工業会＋共通　

○鍛圧機械、 3 年ぶり 減 昨年度受注 21％減、 3053 億円

　 2020/04/09 日刊工業新聞 7 ページ 583 文字 P DF 有

○春の褒章産業界の受章者。

　 ... 〔  藍 〕 岡田 博文 64 産業振興 日本鍛圧機械工業会副会長 大 阪 〔 ...

　 2020/04/28 日経産業新聞 11 ページ 絵写表有 6327 文字  PDF 有

○鍛圧機械受注 4 月 47％減 14 カ月連続前年割れ

　 2020/05/19  日刊工業新聞  8 ページ  623 文字  PDF 有

　 プレス機械系

■コ マツ産機

○コ マツ産機、 プレスブレーキ補助装置 大物ワーク作業軽減

　 2020/04/14 日刊工業新聞 8 ページ 319 文字 PDF 有

○コマツ産機 / 新型プラズマ切断機発売 / 高速加工実現、 操作性も向上

　 2020/05/01 鉄鋼新聞 3 ページ 489 文字 PDF 有

■蛇の目ミ シン

○蛇の目ミシン、 ネジ締め自動化の導入支援 卓上ロボ・ 周辺設備を提供

　 2020/03/13  日刊工業新聞  8 ページ  512 文字  PDF 有

■栗本鉄工所

○栗本鉄工所が夜間無人稼働へ、 ノウハウを詰め込んだ大型機械導入

　 2020/04/22 日刊工業新聞ニュースイッ チ 633 文字

■コ ータ キ精機

○コ ータ キ精機／切板製品の平坦度確保／「 矯正プレス」 製造に進出

2020/03/31  鉄鋼新聞  2 ページ  744 文字  PDF 有

■型研精工

○型研精工、 ナユタ 買収　 東海地方に金型生産拠点

　 2020/04/14  日刊工業新聞  4 ページ  607 文字  PDF 有

　 板金機械系

■アマダ

○新型コロナ感染拡大対応／アマダ／営業所は通常通り 販売継続

　 2020/04/13  日刊産業新聞  3 ページ  394 文字

○アマダが導入／業務効率化と有事安全確保／社員所在確認システム

　 2020/06/01  日刊産業新聞  3 ページ  896 文字

■村田機械

○新型コロナで変わる投資――村田機械社長村田大介氏、 遠隔技術

の需要高まる（ 月曜経済観測）

　 2020/03/30 日本経済新聞 朝刊 3 ページ 絵写表有 1258 文字  

■向洋技研

○新型コロナ／向洋技研、 配置見直し・ 学び直し  受注の“ 谷”、 人材

教育に力

　 2020/04/07 日刊工業新聞 26 ページ 961 文字 PDF 有

■コ ニッ ク

○顧客をつかむ付加価値製品／コニック  板金曲げ加工用金型

　 2020/04/28 日刊工業新聞 5 ページ 803 文字  PDF 有

■吉野機械

○吉野機械、 来月新工場着工 納品作業を効率化

　 2020/05/19 日刊工業新聞  26 ページ 530 文字 PDF 有

　 フォ ーミ ング機械系・ その他

■ファ ナッ ク

○新型コロナ／ファナック、 ＤＸ 加速 顧客向けｅ ラーニング...

　 2020/06/08 日刊工業新聞 Mewsウェーブ 21  8 ページ  524 文字

■大同マシナリ ー

○シリーズ・ 好きな言葉／大同マシナリー社長／川西 邦仁氏／人を思う 心

　 2020/04/06 日刊産業新聞 4 ページ 301 文字

鍛圧機械 5 月度 全会員受注グラ フ （ 月次業況調査） 一般社団法人日本鍛圧機械工業会　 2 0 2 0 年6 月8 日
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　 新型コ ロ ナウイ ルス感染症が日本国内で1月に

確認さ れて 以降、 国から 感染症対策が示さ れて

き ま し た 。 不要不急な 外出の自粛や「 三密」 の

回避な ど が周知さ れ、 それを 受け日本鍛圧機械

工業会で は、 当面の間、 開催予定で あっ た各委

員会・ 部会やセ ミ ナー等を 延期又は中止と し 、

3ヵ 月以上にわたり 、 委員会等の活動は停止し て

おり ま す。

　 5月25日に国による 緊急事態宣言が全面解除さ

れ、徐々に経済活動が再開されてきましたので、工業

会としても 各活動の再開を予定しております。委員会

等の開催に際しては、以下の事項を考慮して実施い

たします。

1．大き な会議室の利用による「 密接」 と「 密集」 な

状態の回避。

2．窓のある会議室の利用による「 密閉」 の回避。

3．マスク着用での会議出席の要請。

　 ま た、 委員会等は概ね2ヵ 月前位に開催を 計画

し ますが、 開催日間近の感染状況によ っ ては、 開

催を 延期または中止いたし ますので、 ご了承いた

だき ます様お願い申し 上げます。 今後、 W eb会議

の検討も 進めて参り ます。

日本鍛圧機械工業会　 委員会・ 部会における
新型コロナウイルス感染症対策について

報告Ⅱ

一般社団法人 日本鍛圧機械工業会  第72回定時総会 報告報告Ⅲ

　 日本鍛圧機械工業会は、5月15日に書面による

第72 回定時総会を 開催し まし た 。 通常の総会で

あれば、多く の会員代表者が出席し 、その後の懇

親会には工業会に関係する 皆様にご 参加頂き ま

すが、今般の新型コ ロ ナウイルス感染防止対策の

一環と し て、書面で の開催と なり まし た 。 工業会

の創設70 余 年歴史の中で、初めての事態と なり

まし た。

　 総会は、議決権総数113社の内、議決権事前行

使書提出を 含む出席者数113社により「 2019年度

実績報告」 と「 2020年度事業計画書並びに2019

年度正味財産増減予算書」 は承認さ れまし た。

日鍛工副会長 岡田博文氏が「 藍綬褒章」を受章されました報告Ⅰ

　 岡田博文 日鍛工副会長は、令和２ 年春の褒章に

おいて「藍綬褒章」を 受章さ れまし た。

　 岡田副会長は、1955年生まれで 滋賀県出身。

1981年に株式会社栗本鐵工所入社。2018年に同

社専務取締役に就任さ れ、人材育成なら びに新規

事業の発展に 尽く さ れてき まし た 。鍛造プ レス 機

械のみならず技術に造詣が深く 、工業会でも 2008

年以降、理事とし て長く 活動頂き 工業会の発展に

貢献いただきまし た。

　 こ の度の受章では5月19日に予定さ れていまし た

伝達式及び皇居での拝謁がコロナウィ ルス感染拡大

防止の観点から大変残念ながら中止になりました。

　 今後も日鍛工の活動のみならず、広く 関係産業

界の発展にお力添えを 頂きますこ と を 祈念致し て

おり ます。

　 栄えある受章、誠におめでと う ございまし た。
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MF技術大賞2020-2021 応募期間を延長します！報告Ⅳ

　 M F技術大賞2020 -2021は、新型コロナウイルス感染症の

影響を 考慮さ せて頂き、応募期間を5ヵ 月延長し 、締切り を

2020年12月29日までといたします。

　 感染拡大防止対策としての外出自粛要請を受け、会員皆様を

はじめユーザ様における事業活動の停滞がもたらされました。

移動制限が要請されたり、不要不急の外出（ 出勤・ 出張） の抑

制や在宅勤務の奨励などビジネス環境の変化が進んでいます。

　 M F技術大賞は、これらの背景を考慮して、応募期間を延長

いたします。皆様方の奮ってのご応募をお待ちします。

● MF技術大賞応募期間〈 2020/4/1 ～ 12/29〉

　 製品加工メ ーカ・ 鍛圧機械メ ーカ等が応募代表者と なる会員企業と 応募

　    ● 応募内容確認期間〈 2020/4/1 ～ 12/29〉

　 　   日鍛工が応募内容を確認

● 受賞候補を 選出〈 2021/2〉

　 予備審査部会で受賞候補を選出

● 受賞者の決定〈 2021/4〉

　 選考委員会で受賞者の決定、 理事会の承認

● 表彰式〈 2021/5〉

　 日鍛工定時総会に併せた表彰式にて表彰盾・ 賞金の贈呈

■ MF 技術大賞制度  運営スケジュール（ 予定）

MF技術大賞 2020-2021の応募締切りを

本年 7 月 31 日から 12 月 29 日まで

5 か月間延長します。

M F-TOKYO 2021の開催は未定です。
今後の方策は、決定次第

工業会ホームページ に掲出し ま す。

日鍛工会員企業、出展実績のある

皆様には、別途お知ら せいたし ま す。

　 新型コロナウイルス感染症の影響により 、東京202 0オリンピック

は、一年延期して開催さ れること が決まりまし た。東京ビッグサイト

には、東京オリ ンピッ クのための国際放送センタ ー（ I BC） が設置

さ れるため、この間の展示会等は一切開催できなく なりまし た。

　 当初、 M F-TOKYO 2021は、 2021年7月14日～17日の4日間に

亘り 、東京ビッグサイト で開催する計画でし たので、開催は不可能と

なり ますが、 現時点で は今後の開催についての情報は決ま っ て

おり ません。

MF-TOKY O 2021 第7回プレス･板金･フォーミング展
開催日程について

報告Ⅴ



2 0 2 0 年7 月1 日発行 N o .7 5 （ 季刊1 ,4 ,7 ,1 0 の月の1 日発行）

発行所　 一般社団法人 日本鍛圧機械工業会 

            〒1 0 5 -0 0 1 1  東京都港区芝公園3 -5 -8  機械振興会館3 階　 電話0 3 (3 4 3 2 )4 5 7 9 ㈹

会報M E T A L  FO R M 　 N o .7 5 　 2 0 2 0 年7 月

相澤鐵工所

アイ シス

アイ セル

アイ ダエンジニアリ ン グ　

アサイ 産業

浅野研究所

旭サナッ ク

旭精機工業

アマダホールディ ン グス

アミ ノ

アルフ ァ TK G

E プラ ン

イ タ カ ジャ パン

板屋製作所

エイ チアンド エフ

エーエス

エステーリ ン ク

エヌ エスシー

榎本機工

大阪ジャ ッ キ製作所

大阪ロ ール工機

オーセン テッ ク

大峰工業

オプト ン

型研精工

金澤機械

川崎油工

川副機械製作所

関西鐵工所

ギア

キャ ド マッ ク

キョ ウシンエン ジニアリ ン グ

協和マシン

栗本鐵工所

京葉ベン ド

ゲルブ・ ジャ パン

小池酸素工業

向洋技研

コ ータ キ精機

小島鐵工所

コ スメ ッ ク

コ ニッ ク

コ マツ

コ マツ 産機

コ ムコ

小森安全機研究所

阪村機械製作所

阪村ホッ ト アート

サルバニーニジャ パン

三起精工

三共製作所

し のはら プレ スサービ ス

澁谷工業

蛇の目ミ シン 工業

杉山電機システム

住友重機械工業

ゼロ フ ォ ー

ソ ノ ルカ エン ジニアリ ン グ

大東スピ ニン グ

大同マシナリ ー

ダイ マッ ク

大陽日酸

高千穂システムエンジニアリ ング

タ ガミ ・ イ ーエク ス

伊達機械

ティ ーエスエイチインタ ーナショ ナル

ティ ーエス プレ シジョ ン

東和精機

ト ルンプ

中島田鉄工所

中田製作所

ニシダ精機

ニッ セ－

日本オ－ト マチッ ク マシン

日本スピ ン ド ル製造

日本電産シン ポ

日本ムーグ

能率機械製作所

バイ スト ロ ニッ ク ジャ パン

パスカ ル

日高精機

日立オート モティ ブシステムズ

フ ァ イ ン ツ ール・ ジャ パン

フ ァ ナッ ク

フ ァ ブエース

富士機工

富士商工マシナリ ー

フ リ ーベアコ ーポレ ーショ ン

放電精密加工研究所

ホソ ダク リ エイ ティ ブ

松本製作所　

マテッ ク ス精工 

万陽

三菱長崎機工

宮﨑機械システム

村田機械

メ ガテッ ク

モリ タ アン ド カ ン パニー 

森鉄工

ヤマザキマザッ ク

山田ド ビ ー

山本水圧工業所

油圧機工業

ユーロテッ ク

ユーエスウラ サキ

ユタ ニ

吉田記念

ヨ シツカ 精機

吉野機械製作所

理研オプテッ ク

理研計器奈良製作所

理工社

ロ ス・ アジア

会員（ 1 1 3 社）

一般社団法人 日本鍛圧機械工業会　 会員一覧

2 0 2 0 年7 月1 日現在　 五十音順・ 法人格省略


